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1 生涯

年 出来事

1588年 出生.即日カトリックの洗礼を受けた.

1614年 1618年まで哲学と神学を教えた.

1620年 パリに行く.デカルトの親友であった.ガリレオの学術研究をサポート.

1644年 メルセンヌ素数を発見.幼少より勉学の才を表し,直感的に物事をとらえる能力に秀でていた.

自身の公式も半分の的中率だったが,勘で言い当てた.

1648年 肺膿瘍により死亡.

2 メルセンヌ数

2n − 1 = Mn (1)
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(nは自然数)を満たすMn(自然数)のことで,特に素数であるメルセンヌ数を

メルセンヌ素数という.

・命題

Mn が素数ならば nは素数であるが,逆に nが素数であってもMn は素数

とは限らない.

3 命題の証明

先ほどの命題の対偶「nが合成数ならばMnは合成数である」についての式

2ab − 1 = (2a − 1)(1 + 2a + 22a + ...+ 2(b−1)a) (2)

これより対偶が示されたので,与えられた命題は示された.

＊合成数とは 2つ以上の素数の積で表せる自然数のことである.

4 メルセンヌ素数の種類

現在確定しているメルセンヌ素数

ｎ＝２，３，５，７，１３，１７，１９，３１，６１，８９，１０７，１

２７，５２１，６０７，１２７９，２２０３，２２８１，３２１７，４２５

３，４４２３，９６８９，９９４１，１１２１３，１９９３７，２１７０１，

２３２０９，４４４９７，８６２４３，１１０５０３，１３２０４９，２１

６０９１，７５６８３９，８５９４３３，１２５７７８７，１３９８２６９，

２９７６２２１，３０２１３７７，６９７２５９３，１３４６６９１７，２

０９９６０１１，２４０３６５８３，２５９６４９５１，３０４０２４５７

5 未解決問題

・メルセンヌ素数は無限に存在するのか？

・p：素数でMpを合成数とし，それをメルセンヌ合成数と呼ぶと，それは

無限に存在するか？
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